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は じ め に
少子化の急速な進行につれ、１９９４年のエンゼルプランおよび緊急５ヵ年計画、さらに１９９９年
の新エンゼルプランの策定により、地域子育てセンターの設置、保育所や幼稚園での子育て支
援活動から母親による自主サークル等さまざまな子育て支援事業が展開されている。平成１４年
版厚生労働白書にも「家庭における子育てを社会全体で支援する環境の整備が求められてい
る」との記述があるように、育児不安や育児の孤立化への対応などすべての子育て世帯を対象
にした子育て支援が必要とされるようになってきている。
子育て支援サークル『なかよし広場（仮称、以後広場と表記する）』は筆者を含め専門職３人
で１９９９年から４年間企画・運営をしていた民間の子育て支援サークルである１）。
このサークルは就園前の子ども同士がかかわる場が少ないこと、育児に負担を感じている母
親が多いという現状をふまえ、親子が自由な雰囲気の中で共に集う場を提供することを目的と
して開設した。週１回午前中母子で通い、体操、リズム遊び、お絵かき、絵本の読み聞かせ、
音楽療法士による音遊びなどの活動を行った。その他保育者を交えた母親同士の話し合い、母
親から要望があれば個別での相談にも応じ、毎回連絡ノートを母親と交換した。母親には家庭
での様子や相談があれば書いてもらい、保育者はそのノートと、広場での子ども、母親の様子
から返事を書き次回に渡すという形式である。ノートを提出するのは任意であり、出さない母
親もいるが保育者は毎回書いて渡していた。
その中で、引越してきたばかりで孤立して育児不安を抱えていたＡ児の母親の成長の過程を
連絡ノートを通してまとめてみることとする。
事 例 の 概 要
Ａ児は２０××年６月から１０月まで４ヶ月間母親と弟（Ｂ児）と共に通った。入室時Ａ児は３歳
４ヶ月、弟は１歳であった。家族構成は父母、Ａ児、弟の４人である。２０××年１１月からＡ児
は幼稚園の年少組に入園し、以後家族が引っ越すまでの４ヶ月間母親は弟と広場に通った。Ａ
児在籍中は広場には乳幼児９名とその母親７名が参加していた。
Ａ児の広場への参加は、街頭で広場のチラシを渡したことがきっかけだった。Ａ児一家はＺ
市から父親の転職で引っ越してきたばかりだった。Ａ児はＺ市では週２回幼稚園に通っており、
母親はＡ児が通う幼稚園を探していた。Ａ児は母親と筆者との会話の中で「幼稚園」という言
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葉が出ると「ヨウチエンイヤ」と繰り返し、母親によると先生から問題視されていたというこ
とであった。とりあえず通う場所が見つかるまで広場に通うことをすすめた。
広場に通い始めた頃の母親の状況を連絡ノートから抜粋する。
母親ノート（１）前半
６月初旬に先生方に偶然お会いし、お声を掛けて頂いた時正直救われた様な気がしま
した。主人もＺ市にいて私１人で２人の子どもを育てている状況だったし、引越しの整
理もまだまだ残っていたし、体力的にも精神的にも疲れていて、友人もなく心細く過ご
していました。週に１回『広場』に参加して先生方や他のお母さん達と色々とお話でき
て、気持ちがどんどん軽くなっていきました。次第にＹ市にもなじんできた様な気がし
ます。
との記述から、母親は引越してきたばかりの土地で話す相手もなく、子育てを自分一人で背負
い、子育ての不安を抱えている様子が見てとれる。家ではＡ児を大声で怒ってばかりで近所の
人に虐待と通報されないかが心配だとのことであった。
保育場面での観察から、Ａ児は知的機能、運動技能の面では年齢相応の発達と考えられたが、
情緒、社会性の面で未熟さが見られた。たとえば他児のおもちゃをとったり、体を押したり、
弟の手を力まかせに引っ張ったりなどの行動とともに、「バカヤロー」「ヤメロ」などの乱暴
な言葉遣いが見られた。母親、保育者の指示に素直に応じることはなく、他者とのコミュニケ
ーションをうまくとることができずに情緒的に不安定であった。また体操や挨拶などの活動に
参加せず、一人で走り回っていた。保育者が話しかけると「ヨウチエンイヤ」と繰り返し、子
どものいる集団に対して拒否的であった。弟は母親にしがみついて離れず、そんな弟に対して
Ａ児が手足をひっぱり弟が泣き出し、Ａ児が母親に叱られる場面が多くみられ、母子関係も兄
弟関係も悪かった。
Ａ児の情緒、社会性の未熟さの要因は、まず集団生活の経験が少なく、対人関係のとり方が
わからないということがあげられる。さらに大声を出したり、乱暴な行動をすることによって
弟にかかりきりの母親の気を引いているように思われる。またＡ児の行動には家族関係、とく
に母子関係が大きく影響していると思われるので母親の情緒の安定、母子関係の改善、兄弟関
係の改善が不可欠である。母親の主訴であるＡ児の通う幼稚園探しについては、母子共に情緒
的に安定してきてから共に探していくことにした。
そういう状況の中でＡ児と母親に対して以下の点を支援の目標とした。
母親に対して
・週１回休まず通うように援助する
・母親に受容的態度で接し、母親の話を聞き、信頼関係を築く
・他の母子との交流をはかり、母親の気持ちが安定するよう働きかける
・連絡ノートを通してＡ児の姿を母親に伝える
・Ａ児の状況を見ながら幼稚園入園について共に考えていく
Ａ児に対して
・Ａ児にあそびを通して関わり、落ち着いて過ごせるようにしていく
・Ａ児と友だちとの関わりを保育者も介入しながら見守る
さらに家族以外の社会関係を新しく作ることで母親、Ａ児、弟がどう変わっていくのかを見
守ることとした。
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支援等の経過
本報告では母親の連絡ノートを中心に記述する。それに対する保育者の返信も付記した。な
お表１にＡ児や母親の状況とともにエピソード１、２の事件の流れと連絡ノート、電話連絡や
家庭訪問との関係をまとめた。
Ａ児が広場に入った時、他の子どもの年齢は５ヶ月から２歳８ヶ月までで、Ａ児一人が幼稚
園の年少児にあたる年齢で体も大きくやんちゃであった。２歳７ヶ月の男の子二人Ｃ児、Ｄ児
がＡ児の動きについて回っていた。たとえばＡ児は名前を呼ぶと部屋のすみに走っていって寝
転ぶことがあり、今まで返事をしていたＣ児、Ｄ児も同じように真似をしていた。しかしＣ児、
Ｄ児の母親は今までできていたことがＡ児のせいでできなくなったと思うのではなく、Ａ児に
ついてまわるＣ児、Ｄ児を見守っていた。次第にＡ児はＣ児やＤ児に対しては押したりたたい
たりすることはなくなっていった。
           母親ノート（１）後半 キイキイうるさい
週に１回『広場』に参加して先生方や他のお母さん達と色々とお話できて気持ちがど
んどん軽くなっていきました。Ａ児も『広場』が大好きです。『広場』で歌った歌を１
日に何度も口ずさんでいます。先生から頂くお便りを読んではいつも勇気づけられ、Ａ
児に対する態度も気を付けようと思っています。でも１日中一緒に過ごしていると“何
でこの子はこうなんだろう”という時が何度もあるし、心から腹が立ったり、自分の思
いどおりにならないいらだちによる嫌悪感に近い感情を抱く時もしばしばです。私もお
おらかな性格でないので良くないのですが・・・。もっとゆったり構えなければいけな
いですよね。Ａ児はすごくいい子の時もあるのだけれど、すぐキイキイ言うのでそこが
とても気になります。Ｚ市で４月、５月と通った幼稚園の先生にも面談の時に「Ａクン
はあとちょっとが我慢できないのよネ」と言われたのですが、自分が望んだことをすぐ
にかなえないと“キイキイキイキイ”うるさいのです。我慢させることが大切なんだよ
ナと意識して待たせて、その後言うことを聞いてあげる様にしてみても、全然直らない
のです。私の接し方もまちがっているでしょうか？どうすれば直って行くか是非アドバ
イスください。
返信ノート
Ａ君についてのお母さんの思い、とてもよくわかります。きちんとご自分のお気持ち
をとらえていらっしゃるお母さん偉いなと思いました。Ａ君は大人と１対１でゆったり
とした雰囲気の中では、待つことも譲ることもできる人です。ただお友だち同士特に小
さい子が相手だとおもちゃ等をめぐってイザコザが起こりやすい。どうすればいいかな
・・子どもは自分が「悪い子」だと見られていると感じると「それじゃご期待に添っ
て・・」と混乱を起こし大人の注意を引く所がある。「ダメヨ」という禁止の言葉は、
子どもにとって後が無い。でも小さい子どもの場合押したりすると危険もあります。
しっかり叱る必要のある時は、抱くなり手をにぎるなりして、目を見てきちんと叱って
あげて下さい。～をヒントに考えて見ましょう。
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             母親ノート（２） とても疲れています
私は今とても疲れています。Ａ児のことはとてもかわいいし、大好きなのですが、一
日のうち何度も頭に血が登り、何とも言えない衝動にかられるのです。気が変になりそ
うです。それを我慢して、我慢して、我慢すると、一気に吹き出して幼児虐待に近いく
らい怒ってしまう時があります。毎日Ｂ（弟）の叫び声と泣き声（Ａ児が意地悪をしたり、
危険な行為をする為）、びりびりに破った新聞、広告、本。ぶどうを出せばぶどうの皮
を床に捨てたり、たたんだ洗濯物を散らかしたり・・。人がいやだというとよけいにし
てくる。少し怒るとオーバーに大声を出して大泣きをするので、その声に余計にイライ
ラしてしまいます。以前は、先生に書いていただいた事などを頭に置いて、なるべくＡ
児に接するようにしていましたが、今はそんな心の余裕がありません。憎らしいとさえ
思うことがたびたびあります。私が時々怒ったりするせいなのか、Ａ児が少しずつ成長
しているせいなのかよくわからないのですが、最近なんとなく私から離れて行くのを感
じるので、それがまた私にはどこかおもしろくないのかもしれません。Ｂの気持ちを代
弁してくれる時があったり、少しお兄ちゃんになったりしてはいるのですが・・。すみ
ません。グチをたくさん書いてしまいました。
エピソード１ Ｆ児とのトラブル
母親からこのノートをもらった日、Ａ児がＦ児（１歳１ヶ月）を押してＦ児がよろけるという
事があった。そのときＦ児の母親はきつい口調でＡ児を叱り、Ａ児の行動を止めさせた。
Ｆ児の母親の発言に対してＡ児は大声でキライ、イタイなどと反応し、保育者もＡ児の母親
もＦ児の母親のＡ児に対する発言を止めることができずにいた。その場はそれで終わったが、
Ａ児の母親の気持ちはわからないままであり、また保育者としても見守る以外の関わりが必要
であったように思われた。広場終了後、それぞれの母親に電話をして母親の気持ちを聞き、保
育者の気持ちを伝えることにした。Ｆ児の母親は「Ａ児の母親が何も言わないので私がかわり
に言った、でもＡ児の母親も大変そう」と、相反する気持ちを語った。
またＡ児の母親にはゆっくり時間をとって話をするために家庭訪問をすることにした。連絡
ノートの内容からも、母親が疲れてＡ児との関係の中でＡ児に対して否定的になっていること
が今日のトラブルの要因の一つと思われた。Ａ児の家の中はがらんとして家具も少なく、障子
はビリビリに破れ、壁は落書きでいっぱいであり、子どものおもちゃが散らばっているだけで
生活感がないという印象を受けた。Ａ児の母親は、今までも人との関わりで自分が言わずにす
ませてきたことが多いこと、Ａ児の乱暴さをよく思っていないことなどを話された。母親の気
持ちを聞いていくうちに母親の置かれている状況、家庭の事情、Ａ児が悪く言われることに対
して何も言えない母親の気持ちを知ることができた。保育者もこの出来事をきっかけに、母親
への援助は継続する必要があるが、Ａ児にとっては週１回の屋内での活動だけでは満足がいか
ないと思われるので、幼稚園への入園をすすめることにした。
また保育者間の話し合いで、子どもを皆で育て見守っていくことを大切にしたいという保育
者の思いを次回の広場で参加者に伝え、問題を共有することができた。
返信ノート
昨日はおうちにまでお招き下さってありがとうございました。ゆっくりとお母さんと
お話することができ良かったなと思いました。私達も自分の未熟さと向き合いながら悩
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みつつお母さんと一緒に道を探していくつもりです。お母さんも心にひっかかったこと、
考えられたこと、どんなことでも投げかけて下さればうれしいです。Ａ君が幼稚園に通
うことも考えてみられては如何でしょうか。お友だちとたくさん遊ぶ中でもっともっと
Ａ君の持っている力が伸びるように思うのです。
表１ Ａ児と母親をめぐる状況
 日 付 Ａ児の状況 他母子の関わり 母親の状況 保育者の関わり 参加状況
１ ２０××年
６月○日
?
?
?
?
?
?
?
体操・挨拶などの活動に
参加しない。他児のオモ
チャを取る
他児がＡ児の動き
を真似る
２ ６月○日
他児に注意され、にらみ
つけるが手は出さない。
Ｃ児．Ｄ児．Ｅ児
の母、Ｔ児を受け
入れる
ノート
３ ７月○日 弟をたたく ノート
４ ７月○日 ノート
７月○日 欠（弟風邪）
夏休み
５ ９月○日 名前を呼ぶと寝転ぶ
ノート
キイキイうるさい
６ ９月○日 他児のオモチャをとる ノート
７ ９月○日 ノート
８ ９月○日 Ｆ児の足をわざとふむ ノート
９ １０月○日 エピソード１
Ｆ児とのトラブル
Ｅ児母電話 ノート
とても疲れています
電話ノート
１０ １０月○日 名前をよぶと隣の部屋で
返事をする
１１ １０月○日
１２ １０月○日 名前をよばれて足で握手
１０月○日 欠（弟風邪）
１３ １１月○日
?
?
?
?
?
?
?
?
ノート	
主人の愚痴
ノート
１４ １１月○日
エピソード２
幼稚園での出来事
ノート

１５ １１月○日 幼稚園の友達の家に
遊びに行く
１６ １２月○日 ノート
１７ １２月○日
１２月○日 欠（弟風邪）
冬休み
１８
２０××年
１月○日
１９ １月○日 ノート
１月○日 欠（弟風邪）
２０ １月○日
久しぶりに広場へ。名前
を呼ばれると「ハイ」と
返事をする。
ノート
２１ ２月○日 広場の友達を家に招
待する
ノート
２月○日 欠（弟風邪）
２月○日 欠（都合）
２２ ２月○日
?
? ノート
笑顔でお別れ
ノート
Ａ児がＦ児を
押してＦ児が
よろける
Ｆ児母、Ａ児
を怒る 家庭訪問
ノート
Ａ児のキャラ
でいい
幼稚園で他児の
スモックにはさ
みを入れる
電話
ノート
ノート
無事解決
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             母親ノート（３） Ａ児のキャラでいい
先日はお忙しい所お電話、そして自宅まで来てくださり、本当に有難うございました。
お蔭様で親子共々すっきりした気持ちで毎日を過ごしております。今回の件ですが、私
も自分の意見をきちんと口にできない所があるので、そういう点をこれから直して行く
ことも必要なのかなと思いました。『広場』でＣちゃんとＤちゃんがＡ児に対してとて
も興味があるらしいということを２人のお母さんからよく言われるのですが、そんな時
「悪い見本でごめんね」とあやまると、「ＡクンはＡクンでいいのョ」と笑って言って
もらえるので、私自身もＡ児に対する見方、考え方が少しづつ変わってきて、Ａ児はＡ
児で今のキャラクターで構わないと思うようになってきていました。今回Eさんからお
電話いただいたりして、Ａ児に半ばあきれながらもみなさん優しく見守ってくださって
いたことを本当に感謝しています。・・略・・
この件をきっかけに母親がＡ児のことをそのまま受け入れていこうという気持ちが読み取
れる。Ａ児も弟に対して乱暴に関わることがなくなり、保育者が名前を呼ぶと、となりの部屋
で「ハーイ」と返事をするようになった。そして母親もこれまではＡ児が「ヨウチエンハイカ
ナイ」というと「この子が嫌がっているから」とＡ児の幼稚園入園に消極的であったのが、真
剣に考え始め、１１月から幼稚園に通うことになった。
返信ノート
前回くらいからお母さんやＢちゃんの存在を気にすることなく、Ａ君なりにお友だち
と遊ぶことが多くなりました。はさみやのりを使った製作には本当に集中して取り組む
ことができます。幼稚園での新しい生活も安心して始められると思います。Ａ君が広場
を楽しみにしていてくれた事が何よりうれしいことでした。広場の子ども達にとってＡ
君は少し大きいお兄ちゃんとして大切な存在でした。Ｃ君、Ｄ君と男三人の間には“友
情”めいたものも芽生えていましたよね。これからもＡ君の持っている豊かな力が大切
にされ、スクスクと伸びていきます様お祈りしています。
       母親ノート（４） 主人のグチ
Ａ児は１１月１日から元気に幼稚園に通いはじめています。・・略・・先生方に背中を
押して頂き“大丈夫”という確信に近いものを感じながら入園しました。１日通った時
に担任の先生からは「何回かおもちゃを投げたり人をたたいたりしていたけれど、なか
なか謝らなかった。家ではどうですか？」と連絡帳に書かれていました。友達との関わ
り方がまだよくわかっていないせいで徐々に直って行くと思うので見守って行こうと思
います。
最近Ａ児が主人と言動が似てきていることが多く目につき、困っています。良いこと
だったらいいのですが、良くない点ばかり似て来ているのがとても気になります。幼稚
園の先生にもＡ児を注意したら「大きい声出すなョ！」と言ったそうで、それはその前
日に主人がＡ児に言った言葉なのです。Ａ児が私にも夕べ同じ事を言うので「そういう
言い方きらいだから言わないで！パパと同じじゃない」と言ってもわかってくれません。
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主人のよくない点ばかり吸収してしまうところに問題があると思うのですがどうすれば
良いのでしょうか？
返信ノート
子どもってママも大好き、パパも大好き。ママが好きだからママを好きなパパの様に
なりたいと思うもの。それには、パパのすること、言うことをマネするのが一番だ！だ
から「そんな言い方パパと同じできらいだから言わないで」とママに言われたらとても
困ってしまうのではないでしょうか。
父親への不満が語られているが、保育者は母親の話を聞くだけにとどまり、それ以上踏み込
めなかった。
エピソード２ 幼稚園での出来事
Ａ児は幼稚園に元気に通っていたが、入園して約１ヶ月後広場に来た母親からＡ児が幼稚園
の友だちのスモックにはさみを入れたということを聞いた。母親はその日の朝Ａ児を幼稚園に
送っていって担任の先生からそのことを聞き、今後Ａ児と相手の友だちにどう対応したらよい
のか悩んでいた。その場の状況がわからないので、とりあえず相手の友だちの家に電話をして
あやまることを助言した。その結果、その友だちと仲良く行き来するようになったとのことで
あった。
      母親ノート（５） 無事解決
先日はお電話まで頂きご心配をお掛けしました。Ａ児の件は無事解決し、本当にホッ
としました。木曜日幼稚園のお友達の家に遊びに行って、感激したことが２つあります。
Ａ児がＢを守ろうとする場面が何回かあって、もう１つは誰かに泣かされてからしばら
くして相手の子に「さっき意地悪したからイヤだ」とはっきり言ったので、私は“すば
らしい！”と心の中で絶賛してしまいました。きちんと自分の意見を言えるということ
は、とても立派だと思ったので、後からＡ児にそのことを伝え、ほめました。「お兄ち
ゃんなんだから！」という言い方は、私は嫌いなので（自分が散々言われてきたので・
・）Ａ児には言わないのですが、Ａ児自身が少しづつ（たまに？）自覚してくれている様
でうれしいです。・・略・・同じ時間を同じ場所で過ごせて良かったと思います。これ
から先またこういう機会は、なかなか得られないと思うので私達にとって貴重な貴重な
数ヶ月でした。本当にＡ児に関して先生方にご迷惑をお掛けしてきましたが有難うござ
いました。
こうしてだんだん落ち着いてきたＡ児と母親であったが、また父親が転勤することになり、
引越しが決まった。Ｙ市に居住したのは１年に満たなかった。母親は最初はＡ児のことを思う
と引っ越したくないという思いであったが、家族のことや将来の展望などを語るうちに自らま
た新しい土地でやっていこうという気持ちになったようである。
子育て支援サークルにおける母親の成長
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返信ノート
お引越しのこと聞きました。決まったなら仕方ない。それはそれで始まりですものね。
私も１年半ごとくらいに引っ越していました。新しい土地に行って何が慰めで安心の種
になったかというと、お母さんの笑顔です。どこへ行っても変わらない１つのものがあ
れば、子どもは支えられて元気になれます。いつでも電話で、手紙で、メールで広場の
みんなとつながっています。それではお元気で！
母親ノート（６） 笑顔でお別れ
幼稚園でも仲の良い友達もでき、やっと自分の居場所が出来た所なのに転勤は残念で
す。・・略・・先生方のご指導のお陰で少しだけ成長できた気がします。Ａ児を思い切
って幼稚園に入れられたのも先生方が側にいてくださったからだと思います。Ｘ市の幼
稚園にも「ＡはＡ！」という気持ちで入園させることができます。自信がつきました。
先生方と巡り会えて、広場のみんなと出会えて本当によかったです!! 家も見つかり次
第に気持ちも「今度はＸ市で頑張ろう！」という決意（？）が３／４程になりました。行く
先々で人に恵まれている気がするのでＸ市でも大丈夫!! 先生の書いてくださった
“色々な形でつながれます”という言葉、とてもとてもうれしくてジーンとしてしまい
ました。２６日はＡ児とＢと３人で参加したいと思っていますが、皆さんと、笑顔でお別
れします。（心は大泣きです）
ま と め
以上母親からの連絡ノートを中心に母親の成長の過程をとらえてみたが、母親が変化した要
因をまとめてみる。
 援助者のサポート
保育者からの連絡ノートが「勇気づけられ」るものになったり、また「グチをたくさん書い
て」母親自身の気持ちを整理するきっかけになっている。また電話での相談や、家庭訪問など
個別に相談に応じることによって母親の気持ちが安定し、子どもを見る視点も変化していった。
「虐待に近いくらい怒ってしまう」との記述があったが、広場がその思いを表現する場となり
えたことは重要である。第三者である保育者に自分の思いを語ることによって、母と子だけの
関係から、他者へと開かれた関係を持つことができるようになり、それにつれてＡ児も少しず
つ落ち着いていった。
 他母子のかかわり
以前はＡ児に対して母親も否定的な見方をし、周囲からも「乱暴な子」という見方をされて
きたが、広場においては「みなさんやさしく見守ってくださっていた」と母親は受け取ってい
る。他母子がＡ児のありのままを受け入れたことが母親の気持ちの安定に大きな役割を果たし
ている。母親の気持ちが安定するにつれ、母親のＡ児に対する見方も変わっていった。最後に
は広場での友だちを家に招待したり、遊びに行ったりとの関係ももてるようになってきた。
 Ａ児の成長
Ａ児は友だちと遊ぶ経験が増えるにつれ、他者とのコミュニケーションのとり方を学び、集
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団の中でルールに沿った行動ができるようになり、社会性が身についてきた。また情緒的にも
安定してきてＡ児の好きな車での遊びや製作などにも積極的に取り組むようになった。Ａ児が
落ち着いて遊ぶようになってくるにつれ、母親の気持ちも安定していった。母親のＡ児に対す
る見方も「何でこの子は」から「Ａ児はＡ児でいい」と変化していった。とくに弟との関係で
Ａ児が意地悪をして弟を泣かせる状態から「Ｂ（弟）を守ろうとする」Ａ児に変わったことは母
親にとってうれしいできごとであった。Ａ児の成長、弟の成長、兄弟関係の改善と母親の変化
は相互に影響しあって良い方向に進んだと思われる。
	 母親の資質
連絡ノートから、母親が自分の気持ちを正直に出し、その気持ちを見つめ、自分自身と向き
合う姿勢を持つに至ったことが読み取れる。自分が長女として言われてきたことをＡ児には言
いたくないなど、自分の生育歴を振り返る記述も見られた。そこに至るまでには母親の主体的
な生き方への支援２）が必要である。引っ越してきたばかりのときは「心細く」過ごしていた母
親がようやく慣れてきた頃に再度父親の転勤が決まったが、その事実を前向きに受け止め、「自
信がついた」「Ｘ市でがんばろう」と自分で決断することができるようになった。そこからは、
あらたに周りの人との関係を築いていこうという思いが感じられる。
 保育者の視点から
保育者もまた母親やＡ児への支援の過程で自分を見つめ直し、子どもや母親との関係を変え、
それがまたお互いの成長につながっていると思われる。
大日向は「同じ立場の人が相互にアドバイスしあうと効果が大きく、その中に専門家が自然
な形で参加し、必要に応じて適宜助言ができるような形式の育児支援は、親が互いに育ちあう
機会につながる３）」と述べている。広場も民間のサークルであるという利点を生かし、専門家
はいるが、親が自分の子どもや他の子どもや母親との関係の中から学ぶという視点を大切にし
て活動してきた。とくに本事例のＡ児やＹ児４）のように「気になる子」の通う場所としての意
味づけは重要である。
子育て支援の活動の場で子どもの発達を支援する場合、母親をはじめ家族の支援を抜きにし
ては考えられない。また逆も真なりである。結果として母親、Ａ児、他母子、保育者が共に広
場に参加する中で相互に影響し合い育ちあっていったことは事実である。このような支援の場
が今後も展開していくことが望まれる。
今 後 の 課 題
本事例に関しては保育内容、母親の連絡ノート記入、家庭訪問等複数の保育者が関わり、さ
らに毎回保育終了後保育者間のディスカッションが行われ、情報を共有している。保育者はＡ
児の行動に対して危険のないように見守る方針であった。しかし他の母子にとってはＡ児に理
解を示しつつも、緊張を強いられる場面も多くあったと思われる。エピソード１のＦ児とのト
ラブルの後、Ｆ児母子は広場を退会した。保育者としてＡ児以外のメンバーへの配慮が十分で
あったか、保育者としてどう関わるべきであったのか、他の母子も含めた視点で見直す必要が
ある。
現代社会の中で育児不安を持つ母親に必要な支援は何か、特に母親が一人の人間として自己
を見つめ、自己実現へ向かっていけるような支援のあり方、またそういった母親を支える支援
者としてどのような視点が必要なのか、今後も検討していきたい。
また本事例では父親との関係が母子それぞれに大きく影響していると思われたが、直接父親
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に会う機会は持てなかった。父親も含めた家族システムへの援助、さらに幼稚園等地域との連
携が今後の課題である。Ａ児家族の引越によって関係は終了したが、今後は個人の支援から支
援のネットワークへの構築も視野に入れていきたい５）。
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